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市民の安全を守るため決意も新たに「安全安心パトロール隊員出発式」に臨む10人の隊員

小野市議会
だより

55
２００７/№１２６

「
安
全
安
心
」
日
本
一
め
ざ
し

「
安
全
安
心
」
日
本
一
め
ざ
し

見
守
り
活
動
さ
ら
に
充
実

一

般

質

問

・
松
本
　
英
昭
　
・
藤
本
　
修
造

・
河
島
喜
代
美
　
・
加
島
　
　
淳

・
春
名
　
良
兼
　
・
井
上
　
　
煕

・
竹
内
　
　
修
　
・
鈴
垣
　
　
元

議

案

質

疑

・
川
名
　
善
三
　
・
春
名
　
良
兼

■
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、

市
民
の
み
な
さ
ま
が
一
番
望

ま
れ
る
の
は
、
安
全
安
心
が

保
た
れ
た
住
み
や
す
い
地
域

で
す
。

■
み
な
さ
ま
の
望
み
を
実
現
す

る
た
め
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車

を
こ
れ
ま
で
の
３
台
か
ら
５

台
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
を

１０
人
体
制
に
し
て
安
全
安
心

日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

Ono city
　assembly

台
　
人
で
体
制
強
化

5
10

■
■
■
議
会
傍
聴
■
■
■

２
年
連
続
２
０
０
人
達
成

第
３
４
７
回
　
３
月
定
例
会



小野市議会だより

②

松
本
　
英
昭
　
議
員

・
嘱
託
職
員
（
自
衛
隊
退
職
者
）
に
よ
る

消
防
署
管
理
業
務
補
充
に
つ
い
て

・
半
鐘
の
盗
難
に
つ
い
て

・
図
書
館
運
営
に
つ
い
て

藤
本
　
修
造
　
議
員

・
７
つ
の
政
策
と
50
項
目
の
目
標
に
つ
い
て

・
小
学
校
教
諭
に
よ
る
事
件
に
つ
い
て

・
小
野
市
民
病
院
に
つ
い
て

河
島
喜
代
美
　
議
員

・
も
っ
と
い
い
ま
ち
「
ハ
ー
ト
フ
ル
シ
テ

ィ
お
の
」
を
目
指
し
た
取
り
組
み
の
中

で
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

加
島
　
　
淳
　
議
員

・
神
戸
電
鉄
樫
山
駅
前
整
備
に
つ
い
て

・
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
グ
ル
ー
プ
」
の

創
設
に
つ
い
て

井
上
　
　
煕
　
議
員

・
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
つ
い
て

・
一
時
退
所
者
対
策
に
つ
い
て

竹
内
　
　
修
　
議
員

・
学
校
図
書
館
図
書
整
備
事
業
に
つ
い
て

・
活
字
文
字
読
み
上
げ
装
置
に
つ
い
て

・
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て

・
ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
更
な
る
利
便
性
向
上

に
つ
い
て

・
障
害
児
童
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て

・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

鈴
垣
　
　
元
　
議
員

・
市
民
病
院
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

・
多
重
債
務
と
行
政
の
対
応
に
つ
い
て

・
道
路
整
備
に
つ
い
て

・
市
長
提
案
に
つ
い
て

川
名
　
善
三
　
議
員

・
議
案
第
１
号
小
野
市
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て

・
議
案
第
15
号
小
野
市
副
市
長
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
16
号
小
野
市
の
組
織
及
び
そ
の

事
務
分
掌
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

春
名
　
良
兼
　
議
員

・
議
案
第
９
号
平
成
18
年
度
小
野
市
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
26
号
小
野
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

・
議
案
第
41
号
市
有
財
産
の
無
償
譲
渡
に

つ
い
て

一
般
質
問
発
言
者

質
疑
発
言
者

■市議会定例会を２月２８日から３月２６日までの２７日間、開催

しました。市長から７つの政策と５０項目の目標として、①「美

しいまちづくり」②「社会資本の更なる充実（住みよいまちづ

くり）」③「安全安心のまちづくり」④「子育て支援、高齢者・

障害者対策の充実（人にやさしいまちづくり）」⑤「先進的な教

育の推進（人を育てるまちづくり）」⑥「健康づくり、コミュ

ニティづくり、賑わいづくりの展開（賑わいのまちづくり）」

⑦「更なる行財政改革（無駄のないまちづくり）」を掲げた所信

表明がなされ、提出議案については、１９年度一般会計予算、特

別会計予算、企業会計予算、１８年度補正予算、条例制定、人事

案件など５１件を原案どおり可決しました。

●議員提出議案４件の主な内容

・委員を議員定数１８人にあわせ、３委員会とも６人にしました。

・委員の申し出により、委員会の所属を変更することができる

ようになりました。

・委員会から議案の提出ができるようになりました。

・政務調査費を年額２４万円（従前１２万円）に引き上げ、領収書

添付を明文化しました。

・議員の期末手当５％削減を、従前に戻しました。

（
一
般
質
問
・
質
疑
は
発
言
し
た

　
　
　
　
　
議
員
が
編
集
し
ま
し
た
）

月
定
例
会

33
月
定
例
会

ご意見をお待ちしています。 議会のメールアドレス：gikai@city.ono.hyogo. jp

第３４７回 3月市議会定例会

＊コミュニティセンターおの
「コミュニティレストラン陣屋」がオープン
し、３月26日から営業をはじめました。

ますます賑わう
　市内のコミュニティー
　　　　　　　　センター

　県が全額を補助する「県民交流広場事業」
の補助を申請して、コミュニティセンター
おのが取り組んだ事業で、レストランの整
備費が2,200万円、活動費が400万円、合計
2,600万円の事業となっています。平成19年
度にはコミュニティセンターかわい、同セ
ンターきすみのの事業が予定されています。
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③

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

嘱
託
職
員（
自
衛
隊
退
職
者
）に
よ
る

消
防
署
管
制
業
務
補
充
に
つ
い
て

　
　
　
消
防
署
管
制
業
務
に
嘱
託
職
員
を

採
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
嘱
託
職
員
に
で
き
る
補
助
業
務
に

充
て
、
効
率
的
な
人
員
の
配
置
を
す
る
も

の
で
、
火
災
・
救
急
・
救
助
等
の
現
場
活

動
要
員
を
確
保
し
、
消
防
研
修
機
関
へ
職

員
派
遣
を
す
る
人
材
育
成
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
消
防
長
）

　
　
　
消
防
管
制
補
助
業
務
に
自
衛
隊
退

職
者
を
充
て
る
理
由
は
な
に
か
。

　
　
　
自
衛
隊
員
は
主
要
な
業
務
と
し
て
、

国
民
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の
救
助
活
動

に
従
事
し
て
お
り
、
消
防
管
制
業
務
を
遂

行
す
る
う
え
で
、
こ
の
経
験
や
通
信
等
の

職
務
経
歴
を
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

（
消
防
長
）

図
書
館
運
営
に
つ
い
て

　
　
　
未
返
却
図
書
は
ど
う
措
置
し
て
い

る
か
。

　
　
　
15
日
の
貸
出
期
間
が
過
ぎ
る
と
、

２
週
間
後
か
ら
、
電
話
に
よ
り
返
却
催
促

を
し
て
い
ま
す
。
５
ヶ
月
を
過
ぎ
た
方
に

は
封
書
に
よ
る
督
促
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
教
育
次
長
）

　
　
　
５
ヶ
月
以
上
経
過
は
長
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
短
期
間
に
未
返
却
処
理
を
す
る
よ

う
に
指
示
を
し
ま
す
。
　
　
　
　（
市
長
）

　
　
　
図
書
紛
失
に
よ
る
対
応
に
つ
い
て

　
　
　
貸
出
期
間
中
の
紛
失
は
、
図
書
館

規
則
に
基
づ
き
、
す
ぐ
に
紛
失
届
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
指
定
す
る
資

料
の
賠
償
請
求
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
教
育
次
長
）

７
つ
の
政
策
と
50
項
目
の

　
　
　
　
　
　

目
標
に
つ
い
て

　
　
　
更
な
る
行
財
政
改
革
に
よ
り
、
今

後
４
年
間
で
50
億
円
の
経
費
削
減
の
行
政

手
法
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
①
入
札
制
度
の
改
革
の
継
続
に
よ

り
28
億
円
、
②
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・

派
遣
職
員
の
活
用
・
外
部
委
託
に
よ
る
職

員
の
削
減
で
15
億
円
、
③
そ
の
他
事
務
事

業
の
合
理
化
・
経
費
削
減
で
７
億
円
、
合

計
50
億
円
で
す
。
　
　（
総
合
政
策
部
長
）

　
　
　
蓬
萊
市
政
３
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
り
、
「
声
な
き
声
を
市
政
に
反
映
」

と
あ
り
ま
す
。
い
か
な
る
手
法
に
よ
り
行

政
に
反
映
さ
せ
、
成
果
を
出
さ
れ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　
　
①
自
分
へ
の
戒
め
の
意
味
も
込
め

て
、
お
ご
る
こ
と
な
く
謙
虚
に
耳
を
傾
け

る
。
②
現
体
制
に
何
も
言
わ
な
い
多
く
の

市
民
「
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
は

満
足
し
て
い
る
と
解
さ
ず
に
、
「
声
な
き

声
を
」
い
か
に
し
て
集
め
て
い
く
か
が
重

要
な
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　（
市
長
）

小
学
校
教
諭
に
よ
る
事
件
に
つ
い
て

　
　
　
小
学
校
教
諭
に
よ
る
事
件
後
の
再

発
防
止
対
策
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

　
　
　
①
学
級
担
任
が
入
れ
替
わ
る
「
交

換
授
業
」
を
取
り
入
れ
、
高
学
年
授
業
に

「
学
級
担
任
制
」
か
ら
「
教
科
担
任
制
」

を
導
入
、
一
学
級
を
複
数
の
教
職
員
で
授

業
を
行
う
。

　
②
教
職
員
が
仲
間
の
不
祥
事
を
見
抜
け

な
か
っ
た
学
校
風
土
に
「
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
見
逃
さ
な
い
」
職
場
環
境
づ
く
り

を
行
う
。

　
③
児
童
・
保
護
者
か
ら
の
情
報
、
相
談
、

苦
情
、
学
校
評
議
員
に
よ
る
学
校
外
評
価

活
動
、
結
果
を
公
表
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
機

能
の
強
化
を
図
る
。
　
　
　
　（
教
育
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

松
本
英
昭
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

藤
本
修
造
議
員
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④

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

女
性
の
参
画
に
つ
い
て

　
　
　
各
種
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
委

員
選
任
の
現
況
と
、
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
平
成
17
年
度
末
現
在
、
審
議
会
等

委
員
７
４
８
名
中
、
女
性
委
員
は
１
９
５

名
、
26
％
で
す
。
こ
れ
は
「
指
針
」
に
基

づ
く
目
標
の
20
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
審
議
会
ご
と
で
は
48
の
う
ち
、

「
区
長
会
」
な
ど
12
の
会
が
未
達
成
の
た

め
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
達
成
期
限
の
再

設
定
や
、
担
当
部
署
の
「
改
善
計
画
書
」

に
よ
り
、
そ
の
責
務
を
明
確
に
し
て
お
り

ま
す
。

　
女
性
委
員
の
拡
大
に
は
、
皆
様
の
積
極

的
な
参
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
「
緩
や
か
に
着
実
に
」
前
進
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　（
助
役
）

　
　
　
女
性
管
理
職
の
状
況
と
自
治
会
女

性
役
員
の
登
用
対
策
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
小
野
市
で
は
、
女
性
管
理
職
が
20

％
を
超
え
、
県
下
最
高
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
任
用
に
つ
い
て
は
、
実
力
成
果
主
義

の
下
、
方
針
管
理
に
よ
り
、
目
標
を
立
て
、

成
果
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
市
内
に
は
、
約
90
の
自
治
会
に
つ
き
ま

し
て
も
、
い
ま
は
男
社
会
の
名
だ
た
る
組

織
で
あ
り
ま
す
が
、
小
野
市
の
女
性
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
会

に
お
き
ま
し
て
も
、
女
性
の
副
区
長
登
用

に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
の
な
ら
、
必
要

な
経
費
を
市
で
援
助
す
る
こ
と
も
可
能
、

と
の
思
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
自
治
会
で

の
女
性
の
発
言
や
ア
イ
デ
ィ
ア
が
地
域
行

政
に
反
映
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
副
区
長
制
度
が
浸
透
す
る
こ
と
で
、

女
性
の
進
出
が
大
き
く
拡
大
す
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

河
島
喜
代
美
議
員

神
戸
電
鉄
樫
山
駅
前
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
樫
山
駅
周
辺
整
備
事
業
の
進
捗
状

況
と
駅
舎
利
用
計
画
に
つ
い
て
お
伺
い
し

た
い
。

　
　
　
神
戸
電
鉄
樫
山
駅
は
一
日
当
た
り

約
５
０
０
人
の
利
用
が
あ
り
小
野
市
の
主

要
な
駅
の
一
つ
で
す
。

　
そ
こ
に
は
、
駐
輪
場
、
送
迎
者
用
の
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
に
、
本
年
度
は
駅
周

辺
の
用
地
取
得
を
行
い
ま
す
。
対
象
用
地

２
件
は
す
で
に
取
得
が
完
了
、
残
り
の
１

件
は
本
年
５
月
に
取
得
で
き
る
予
定
で
す
。

　
平
成
19
年
度
に
基
本
計
画
及
び
実
施
計

画
の
策
定
を
行
い
、
20
年
度
に
事
業
が
完

了
し
ま
す
。
駅
舎
利
用
計
画
に
つ
い
て
は

「
樫
山
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
駅
周
辺
の
活
性
化
を

目
指
し
、
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）

　
　
　
新
設
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
グ

ル
ー
プ
」
の
、
具
体
的
内
容
と
、
生
徒
・

保
護
者
及
び
教
育
委
員
会
に
対
す
る
効
果

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
市
民
安
全
部
に
「
い
じ
め
担
当
グ

ル
ー
プ
」
「
人
権
啓
発
グ
ル
ー
プ
」
「
男

女
共
同
参
画
グ
ル
ー
プ
」
を
設
け
、
組
織

が
一
体
的
に
活
動
し
、
い
じ
め
問
題
を
一

過
性
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
、
ま
た
ど
の

よ
う
な
情
報
も
漏
ら
さ
ず
吸
い
上
げ
る
な

ど
、
受
け
皿
と
な
る
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

　
い
じ
め
担
当
グ
ル
ー
プ
で
は
専
門
相
談

員
を
配
置
し
、
将
来
24
時
間
体
制
を
め
ざ

し
ま
す
。

　
市
に
相
談
窓
口
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

い
じ
め
の
被
害
者
や
発
見
者
が
気
軽
に
相

談
し
や
す
い
環
境
と
な
り
、
い
じ
め
の
初

期
段
階
で
の
対
応
が
で
き
、
大
き
な
効
果

が
見
込
め
ま
す
。
緊
急
を
要
す
る
相
談
が

あ
れ
ば
、
関
係
す
る
部
署
を
集
め
対
策
会

議
を
開
催
し
、
指
導
に
あ
た
る
先
生
の
サ

ポ
ー
ト
・
指
導
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
に
努
め

ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
総
合
政
策
部
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

加

島

淳
議
員
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⑤

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
市
民
病
院

乗
り
入
れ
に
つ
い
て
　

　
　
　
市
民
病
院
内
へ
の
ら
ん
ら
ん
バ
ス

の
乗
り
入
れ
を
望
む
声
が
多
い
が
、
市
と

し
て
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
安
全
性
の
確
保
や
交
通
に
対
す
る

影
響
な
ど
か
ら
現
段
階
で
の
乗
り
入
れ
は

難
し
い
。
今
後
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
条

件
整
備
を
整
え
た
後
、
乗
り
入
れ
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。
　
　（
総
合
政
策
部
長
）

活
字
文
書
読
み
上
げ
装
置
の

導
入
に
つ
い
て
　

　
　
　
視
覚
障
害
者
の
方
々
へ
の
即
時
性

の
あ
る
情
報
提
供
方
法
の
一
つ
に
公
的
窓

口
へ
の
設
置
に
対
す
る
助
成
や
補
装
具
費

（
購
入
費
、
修
理
費
）の
助
成
対
象
と
な
っ

て
い
る
「
活
字
文
書
読
み
上
げ
装
置
」
が

あ
る
。
公
的
窓
口
へ
の
導
入
や
普
及
に
対

す
る
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
現
在
、
活
字
に
よ
る
情
報
提
供
が

困
難
な
視
覚
障
害
者
の
方
々
に
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
に
協
力
い
た
だ
い
て
点
字

と
音
声
テ
ー
プ
に
よ
る
広
報
な
ど
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
助
成
金
を
活
用
、

「
活
字
読
み
上
げ
装
置
」
を
導
入
し
、
普

及
を
は
か
り
ま
す
。
　（
市
民
福
祉
部
長
）

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
が
、

誰
と
も
話
さ
ず
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
な

い
よ
う
宅
配
業
務
企
業
な
ど
も
活
用
「
一

日
一
回
ピ
ン
ポ
ン
運
動
」
の
よ
う
な
も
の

が
展
開
で
き
な
い
か
。

　
　
　
行
政
に
限
ら
ず
、
地
域
住
民
や
民

間
企
業
が
合
同
で
支
え
る
仕
組
み
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
「
ハ
ー
ト

フ
ル
シ
テ
ィ
お
の
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い

環
境
を
整
え
る
た
め
、
前
向
き
に
検
討
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
市
民
福
祉
部
長
）

公
明
党

竹

内

修
議
員

　安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
つ
い
て

　
　
　
３
台
か
ら
５
台
へ
増
車
予
定
の
安

全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
す
が
、
防
犯
の

た
め
、
夜
間
巡
回
体
制
を
充
実
す
べ
き
と

思
い
ま
す
が
、
ど
う
か
。

　
　
　
防
犯
は
、
警
察
、
行
政
そ
し
て
地

域
の
方
々
に
よ
る
三
位
一
体
の
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
地
域
防
犯
団
体

等
と
の
協
働
と
支
援
、
そ
し
て
住
み
分
け

も
重
要
で
す
。

　
夜
間
巡
回
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

21
時
45
分
ま
で
行
っ
て
い
る
パ
ト
ロ
ー

ル
を
週
二
日
か
ら
更
に
充
実
い
た
し
ま
す
。

（
市
民
安
全
部
長
）

一
時
退
所
者
の
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
老
人
保
健
施
設
等
の
一
時
退
所
者

を
、
再
度
入
所
す
る
間
、
市
民
病
院
で

受
け
入
れ
て
み
て
は
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
か
。

　
　
　
入
所
待
機
の
た
め
に
一
時
的
に
受

け
入
れ
る
こ
と
は
、
急
性
期
治
療
を
対
象

と
し
た
病
院
の
目
的
や
制
度
の
主
旨
に
そ

ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
民
福
祉
部
長
）

　
　
　
一
時
預
か
り
所
と
し
て
、
類
似
し

た
施
設
等
を
建
築
さ
れ
る
計
画
の
有
無
は

ど
う
か
。

　
　
　
平
成
19
年
度
か
ら
小
野
市
が
指
定

し
た
事
業
者
に
よ
り
、
「
通
い
」
を
中
心

に
「
泊
ま
り
」
や
「
訪
問
」
を
組
み
合
わ

せ
た
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
を
市
内
二
箇
所
に
開
設
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
一
時
預
か
り
所
と
し
て
の
目

的
を
有
す
る
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
利
用
が
小
野
市
の
被
保
険
者
に
限
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
入
所
待
機
期
間
の
短

縮
や
待
機
者
の
減
少
に
つ
な
が
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
　
　
　
　
　（
市
民
福
祉
部
長
）

民
主
ク
ラ
ブ

井

上

煕
議
員
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⑥

答
弁

答
弁

質
問

質
疑

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

平
成
19
年
度

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
　

　
　
　
自
立
支
援
医
療
費
助
成
経
費
四
百

万
円
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、

一
割
が
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

市
の
福
祉
医
療
助
成
制
度
は
、
国
や
県
な

ど
の
公
費
助
成
の
あ
る
医
療
に
つ
い
て
は

助
成
対
象
と
し
て
い
な
い
た
め
、
制
度
上

の
不
均
衡
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を

平
成
19
年
度
か
ら
、
障
害
者
施
策
の
充
実

を
図
る
た
め
、
自
己
負
担
額
を
全
額
助
成

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

（
市
民
福
祉
部
長
）

　
　
　
特
定
疾
患
治
療
研
究
等
医
療
費
助

成
経
費
二
百
万
円
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
福
祉
医
療
費
の
助
成
対
象
と
し
て

い
な
い
、
「
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研

究
事
業
」
「
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
」

に
か
か
る
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
全
額

助
成
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
難
病
患
者
の

皆
様
に
対
す
る
助
成
制
度
も
県
下
の
市
・

町
に
先
駆
け
て
行
う
も
の
で
す
。

（
市
民
福
祉
部
長
）

組
織
及
び
そ
の
事
務
分
掌
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
グ
ル
ー
プ
」

が
新
た
に
設
置
さ
れ
る
が
「
い
じ
め
」「
人

権
啓
発
」
「
男
女
共
同
参
画
」
を
一
元
化

し
て
取
組
む
効
果
に
つ
い
て

　
　
　
い
じ
め
は
学
校
や
子
供
に
限
ら
ず
、

人
権
問
題
全
体
を
考
え
る
組
織
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
と
の
下
に
専
門
組
織
の
創
設

を
行
う
も
の
で
す
。
一
元
化
の
効
果
と
し

て
①
情
報
を
す
ば
や
く
キ
ャ
ッ
チ
し
迅
速

に
処
理
で
き
る
。
②
被
害
者
や
発
見
者
が

気
軽
に
相
談
で
き
、
学
校
へ
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
持
て
る
。
③
市
民
安
全
部
に
包
括
、

安
心
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
と
の
連
携
に
よ
り
、

迅
速
、
丁
寧
な
対
応
が
可
能
と
な
る
。

（
総
合
政
策
部
長
）

公
明
党

川
名
善
三
議
員

市
民
病
院
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

　
　
　
医
師
不
足
が
重
大
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
小
野
市
民
病
院
へ
の
影

響
は
ど
う
か
。

　
　
　
医
師
不
足
に
よ
り
平
成
17
年
か
ら

産
婦
人
科
の
廃
止
、
昨
年
か
ら
は
放
射
線

科
の
常
勤
医
師
が
不
在
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
放
射
線
科
は
非
常
勤
医
師
の
派
遣
と

遠
隔
画
像
診
断
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
診

療
に
支
障
は
き
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
医
師
の
数
は
、
平
成
15
年
ま
で
は
30

名
、
現
在
は
37
名
で
あ
り
、
医
師
数
は
減

少
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

（
市
民
病
院
事
務
部
長
）

　
　
　
医
師
不
足
が
過
密
労
働
を
生
み
、

さ
ら
な
る
医
師
不
足
を
招
く
と
い
う
悪
循

環
が
医
療
現
場
で
起
き
て
い
る
と
い
う
が
、

小
野
市
民
病
院
は
ど
う
か
。

　
　
　
医
師
の
時
間
外
労
働
は
、
月
平
均

59
時
間
で
す
が
、
き
つ
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
近
隣
市
で
は

｢

燃
え
つ
き
症
候

群｣

の
医
師
も
で
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
小
野
市
で
は
、
医
師
が
倒
れ
た
ら

市
民
に
迷
惑
が
か
か
る
の
で
、
そ
こ
ま
で

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

（
市
民
病
院
事
務
部
長
）

　
　
　
北
播
磨
地
域
に
あ
る
５
つ
の
公
立

病
院
と
２
つ
の
公
的
病
院
は
、
地
域
医
療

を
担
い
な
が
ら
も
、
厳
し
い
病
院
経
営
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
過

剰
投
資
を
避
け
経
営
改
善
を
図
る
た
め
そ

れ
ぞ
れ
の
病
院
に
特
徴
を
持
た
せ
、
地
域

全
体
と
し
て
安
心
で
き
る
医
療
の
確
保
が

模
索
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
ど
う
か
。

　
　
　
医
師
不
足
は
国
の
大
き
な
問
題
。

北
播
磨
の
公
立
病
院
は
、
医
師
数
が
減
少
、

勤
務
医
の
確
保
が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
に
は
北
播
磨
５
病
院
の
市
長
が
病
院

経
営
に
つ
い
て
本
音
で
話
し
合
い
ま
す
。

課
題
を
整
理
の
う
え
で
大
学
や
県
当
局
と

話
し
合
い
、
近
隣
市
長
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
　
　
　（
市
長
）

日
本
共
産
党

鈴

垣

元
議
員

議

案案

疑

質

疑
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議

案案

疑

質

疑

質
疑

答
弁

市
有
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　
　
　
施
設
を
一
体
的
に
利
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
内
商
工
業
の
振
興
に
資
す

る
た
め
と
あ
り
ま
す
。
建
物
は
、
22
年
が

経
過
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
ど
の
よ
う

な
活
用
を
さ
れ
市
民
の
利
用
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
た
の
か
、
市
所
有
物
件
を
無
償

譲
渡
し
た
場
合
、
市
民
に
不
利
益
は
生
じ

な
い
の
か
、
伺
い
ま
す
。

　
　
　
当
施
設
は
商
工
業
者
、
又
は
商
工

関
係
諸
団
体
の
行
う
講
習
会
、
研
修
会
、

展
示
会
等
に
活
用
さ
れ
、
18
年
度
利
用
状

況
は
19
年
１
月
末
現
在
で
、
１
２
４
件
８

千
４
６
８
人
の
う
ち
公
的
利
用
が
88
件
全

体
の
71
％
利
用
で
す
。
補
助
金
を
支
出
す

る
代
わ
り
に
建
物
の
一
部
を
「
小
野
市
商

工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
市
が
買
い

取
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
そ
の
維
持

管
理
は
、
当
初
か
ら
商
工
会
議
所
へ
委
託

し
て
い
ま
す
が
費
用
は
現
在
ま
で
22
年
間
、

実
質
、
す
べ
て
商
工
会
議
所
が
負
担
し
て

い
ま
す
。

　
市
所
有
物
件
と
し
て
残
せ
ば
、
施
設
の

老
朽
化
と
と
も
に
、
今
後
、
修
理
や
営
繕

費
用
の
負
担
を
市
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
「
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
」
の
建

設
や
、
市
民
会
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、

市
の
会
議
室
等
の
施
設
も
充
実
し
て
き
て

お
り
、
譲
渡
し
て
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
は
招
き
ま
せ
ん
。

　
商
工
会
議
所
は
公
的
な
団
体
で
、
小
野

市
の
商
工
業
活
性
化
の
た
め
に
、
今
ま
で

以
上
に
活
用
す
る
こ
と
が
当
初
か
ら
の
目

的
と
な
っ
て
お
り
、
商
工
会
議
所
の
公
的

存
在
、
今
後
の
修
繕
費
等
の
発
生
、
現
状

の
管
理
状
態
か
ら
判
断
し
て
、
無
償
譲
渡

し
て
も
小
野
市
の
損
害
は
発
生
し
な
い
と

い
う
顧
問
弁
護
士
の
見
解
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
無
償
譲
渡
し
て
も
市
民
に
不
利
益
は

生
じ
な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

（
地
域
振
興
部
次
長
）

日
本
共
産
党

春
名
良
兼
議
員

　
県
下
で
始
め
て
議
会
開
催
中
、
お
子
さ
ま
を
お
預
か
り
す
る
「
託

児
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
18
年
度
は
、
延
べ
５

名
の
お
子
さ
ま
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
６
月
に
議
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
４
月
22
日
の
市
議
会

議
員
選
挙
改
選
後
初
め
て
の
本
会
議
に
な
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
子
さ
ま
を
預
け
て
い
た
だ
き
、
議
員
の
質
疑
・
質
問
を

ご
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
10

ペ
ー
ジ
の
託
児
コ
ー
ナ
ー
「
お
子
さ
ま
を
お
預
か
り
し
ま
す
」
欄
を

ご
覧
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
地
方
統
一
選
挙
が
終
わ
り
、
小
野
市
議

会
も
新
た
に
選
ば
れ
た
議
員
18
名
が
、

今
日
、
５
月
１
日
か
ら
、
市
民
の
み
な

さ
ま
方
の
代
表
と
し
て
、
議
員
活
動
に

励
み
、
分
権
時
代
の
「
議
会
の
あ
り
方
」

を
追
求
し
、
時
代
に
沿
っ
た
議
員
像
を

模
索
し
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
議
会
の
機
能
の
ひ
と
つ
に
は
、
議
決

機
関
で
あ
り
、
条
例
の
制
定
な
ど
団
体

と
し
て
の
意
思
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

二
つ
に
は
、
監
視
機
能
と
し
て
、
市
長

の
行
政
執
行
を
監
視
す
る
こ
と
、
こ
れ

を
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
も
言
い
ま
す
。

　
議
決
機
関
の
使
命
は
、
条
例
の
制
定
・

改
廃
、
そ
し
て
予
算
を
定
め
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、
予
算
は
市
長
が
提
出
権
を

持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
条
例
制
定

は
、
議
員
定
数
の
12
分
の
１
以
上
の
賛

成
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
常
任
委
員
会
に
も
議
案
提
出
権
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
野
市
議
会
議
員
の
こ
れ
か
ら
の
課

題
は
、
議
員
提
案
に
よ
る
政
策
条
例
の

立
案
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
議
員
は
、

政
策
形
成
能
力
が
必
要
と
さ
れ
、
市
民

か
ら
は
、
そ
の
努
力
と
目
に
見
え
る
成

果
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今年も
「託児コーナー」

開設

が
求
め
ら
れ
て
い
る

政
策
条
例
立
案
能
力

議
員
は
、

議員能力イノベーション議員能力イノベーション
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予算特別委 員会意見
　
委
員
長
に
松
本
英
昭
議
員
、
副
委
員
長
に
竹
内
修
議
員
を
選
任

し
た
「
予
算
特
別
委
員
会
」
は
、
３
月
14
、
15
、
20
日
に
開
催
、

議
案
第
１
号
か
ら
議
案
第
８
号
の
８
議
案
の
審
査
を
行
い
、
議
会

の
持
つ
批
判
・
監
視
機
能
を
駆
使
し
、
平
成
19
年
度
予
算
が
、
今

後
、
市
政
の
運
営
に
ど
う
反
映
す
る
の
か
、
市
政
を
ど
の
よ
う
に

運
営
し
て
い
く
の
か
な
ど
、
活
発
に
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　
指
摘
の
あ
っ
た
主
な
意
見
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

オープンして2年が経過したうるおい交流館エクラ緑に囲まれた、こだまの森グラウンドゴルフ場

　
　
総

合

政

策

部

◎
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
が
オ
ー
プ
ン

し
て
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
管
理
運
営

も
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
が
、
市
民
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
な
お
一
層
、
親
し
ま

れ
る
交
流
施
設
を
目
指
す
と
と
も
に
、

市
民
の
利
便
性
が
向
上
す
る
よ
う
エ
ク

ラ
で
働
く
職
員
の
研
修
体
制
の
整
備
・

充
実
に
つ
い
て
も
、
よ
く
指
導
さ
れ
た

い
。

　
　
総

　

務

　

部

◎
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
国
際
交
流
事

業
は
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
と
の
交

流
会
や
姉
妹
都
市
リ
ン
ゼ
イ
市
と
の
親

善
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
世
界
が
ま

す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
動
い
て
お
り
、

小
野
市
に
お
い
て
も
さ
ら
に
国
際
交
流

の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
東
南
ア
ジ
ア

の
国
々
と
の
友
好
都
市
提
携
も
視
野
に

い
れ
、
よ
り
一
層
、
国
際
交
流
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　
　
市

民

安

全

部

◎
平
成
16
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
安
全

安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
犯
罪
の
抑
止
や

児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
な
ど

パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
お
け
る
見
守
り
活
動

に
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、
平

成
19
年
度
に
お
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を

２
台
増
車
し
５
台
10
人
体
制
に
増
強
す

る
よ
う
で
あ
る
が
、
更
な
る
市
民
の
安

心
感
向
上
の
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の

将
来
計
画
・
運
行
計
画
を
取
り
ま
と
め

ら
れ
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
努
力
さ
れ
た
い
。

◎
住
宅
再
建
共
済
制
度
加
入
促
進
事
業
は
、

県
肝
い
り
の
い
わ
ゆ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

共
済
制
度
に
、
小
野
市
民
が
加
入
し
や

す
い
制
度
と
し
て
独
自
補
助
を
打
ち
出

し
た
事
業
で
あ
る
が
、
こ
の
仕
組
み
を
、

地
域
住
民
に
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
、
目

標
と
す
る
加
入
率
30
％
を
達
成
、
県
下

一
と
な
る
よ
う
格
段
の
努
力
を
な
さ
れ

た
い
。

　
　
市

民

福

祉

部

◎
子
育
て
支
援
・
生
涯
福
祉
・
高
齢
者
福

祉
な
ど
福
祉
施
策
に
予
算
総
額
の
43
％

に
あ
た
る
１
７
０
億
円
が
投
じ
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
福
祉
施
策
は
、

国
を
始
め
と
し
て
年
々
、
運
営
さ
れ
な

が
ら
制
度
変
更
を
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
福
祉
施
策
を
市
民
に
わ
か
り
や

す
い
仕
組
み
、
シ
ス
テ
ム
作
り
を
さ
れ
、

小
野
市
の
先
進
的
な
取
り
組
み
施
策
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
い
。

◎
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
19
年
度
予
算
は
、
各
市
と

も
独
自
の
福
祉
支
援
策
を
打
ち
出
し
て

い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
は
、
他
市
に

先
駆
け
小
学
校
６
年
生
ま
で
医
療
費
の

完
全
無
料
化
を
図
る
な
ど
、
と
く
に
福

祉
政
策
を
重
点
と
し
た
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
市
民
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
や
さ
し
い
社
会
、
ハ
ー

ト
フ
ル
シ
テ
ィ
お
の
の
実
現
を
目
指
し
、

引
き
続
き
、
福
祉
政
策
を
根
底
に
し
た

予
算
編
成
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
地

域

振

興

部

◎
全
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
公

認
を
取
得
し
た
「
こ
だ
ま
の
森
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
」
は
、
市
内
外
の
利
用

者
か
ら
の
評
判
も
高
く
、
小
野
市
を
Ｐ

Ｒ
す
る
絶
好
の
場
で
あ
り
、
公
認
の
名

に
恥
じ
な
い
コ
ー
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
行
う
と
と
も
に
、
気
持
ち
よ
く
プ
レ

ー
し
て
い
た
だ
く
よ
う
施
設
の
整
備
に

は
、
細
心
の
注
意
を
払
わ
れ
た
い
。

　
　
市

民

病

院

◎
形
成
外
科
開
設
は
、
北
播
磨
の
公
立
病

院
初
と
な
り
、
小
児
科
、
眼
科
に
続
き
、

形
成
外
科
に
つ
い
て
も
北
播
磨
地
域
の

拠
点
病
院
と
な
る
よ
う
、
市
民
は
も
と

よ
り
近
隣
市
町
の
住
民
、
ま
た
開
業
医

院
に
も
広
く
Ｐ
Ｒ
さ
れ
、
北
播
磨
の
中

核
病
院
と
し
て
、
住
民
の
生
命
を
守
る

と
と
も
に
、
医
業
収
益
を
向
上
さ
せ
、

よ
り
均
衡
の
取
れ
た
病
院
経
営
に
努
力

さ
れ
た
い
。

◎
２
億
円
と
い
う
多
額
の
費
用
を
投
入
し

て
オ
ー
ダ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入

さ
れ
る
が
、
投
資
効
果
を
市
民
に
具
体

的
に
見
え
る
形
で
掲
示
さ
れ
、
診
療
・

検
査
・
医
事
の
連
携
の
も
と
、
待
ち
時

間
の
短
縮
に
向
け
、
な
お
一
層
の
力
を

尽
く
さ
れ
た
い
。

　
　
消

防

本

部

◎
地
域
住
民
に
よ
る
初
期
消
火
は
重
要
で

あ
る
が
、
各
町
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消

火
器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
筒
先
は
、
水
力
の

拡
散
が
で
き
な
い
ノ
ズ
ル
と
な
っ
て
お

り
、
初
期
消
火
に
威
力
を
発
揮
す
る
水

力
調
整
機
能
が
つ
い
た
ノ
ズ
ル
に
交
換

す
る
よ
う
各
自
治
会
と
協
議
さ
れ
た
い
。

　
　
教

育

委

員

会

◎
学
校
耐
震
化
５
カ
年
計
画
が
す
す
ん
で

い
る
が
、
震
災
は
い
つ
起
こ
る
か
予
測

が
で
き
な
い
現
在
、
一
日
で
も
は
や
く
、

補
強
工
事
を
完
成
さ
せ
る
と
同
時
に
、

安
全
宣
言
を
行
い
、
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
格
段
の

努
力
を
尽
く
さ
れ
た
い
。

予算特別委 員会意見
総額３９７億円福

祉
予
算
が
全
体
の
４３
％
を
占
め
る

子
育
て
支
援
な
ど

福
祉
施
策
を
充
実

●一般会計
●特別会計
●企業会計
●総　　額

１８１億円
１１８億円
９８億円
３９７億円

19年度予算案を審査
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長
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松
本
英
昭
議
員
、
副
委
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長
に
竹
内
修
議
員
を
選
任

し
た
「
予
算
特
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委
員
会
」
は
、
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14
、
15
、
20
日
に
開
催
、
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第
１
号
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ら
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第
８
号
の
８
議
案
の
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を
行
い
、
議
会

の
持
つ
批
判
・
監
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機
能
を
駆
使
し
、
平
成
19
年
度
予
算
が
、
今

後
、
市
政
の
運
営
に
ど
う
反
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す
る
の
か
、
市
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を
ど
の
よ
う
に

運
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し
て
い
く
の
か
な
ど
、
活
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に
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を
述
べ
ま
し
た
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指
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記
の
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で
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。
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総

合
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◎
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お
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交
流
館
エ
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が
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ン

し
て
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
管
理
運
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も
軌
道
に
乗
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き
た
が
、
市
民
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
な
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一
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、
親
し
ま

れ
る
交
流
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を
目
指
す
と
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も
に
、

市
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の
利
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性
が
向
上
す
る
よ
う
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ク
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で
働
く
職
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の
研
修
体
制
の
整
備
・

充
実
に
つ
い
て
も
、
よ
く
指
導
さ
れ
た

い
。
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部

◎
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
国
際
交
流
事

業
は
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
と
の
交

流
会
や
姉
妹
都
市
リ
ン
ゼ
イ
市
と
の
親

善
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
世
界
が
ま

す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
動
い
て
お
り
、

小
野
市
に
お
い
て
も
さ
ら
に
国
際
交
流

の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
東
南
ア
ジ
ア

の
国
々
と
の
友
好
都
市
提
携
も
視
野
に

い
れ
、
よ
り
一
層
、
国
際
交
流
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　
　
市

民

安

全

部

◎
平
成
16
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
安
全

安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
犯
罪
の
抑
止
や

児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
な
ど

パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
お
け
る
見
守
り
活
動

に
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、
平

成
19
年
度
に
お
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を

２
台
増
車
し
５
台
10
人
体
制
に
増
強
す

る
よ
う
で
あ
る
が
、
更
な
る
市
民
の
安

心
感
向
上
の
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の

将
来
計
画
・
運
行
計
画
を
取
り
ま
と
め

ら
れ
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
努
力
さ
れ
た
い
。

◎
住
宅
再
建
共
済
制
度
加
入
促
進
事
業
は
、

県
肝
い
り
の
い
わ
ゆ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

共
済
制
度
に
、
小
野
市
民
が
加
入
し
や

す
い
制
度
と
し
て
独
自
補
助
を
打
ち
出

し
た
事
業
で
あ
る
が
、
こ
の
仕
組
み
を
、

地
域
住
民
に
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
、
目

標
と
す
る
加
入
率
30
％
を
達
成
、
県
下

一
と
な
る
よ
う
格
段
の
努
力
を
な
さ
れ

た
い
。

　
　
市

民

福

祉

部

◎
子
育
て
支
援
・
生
涯
福
祉
・
高
齢
者
福

祉
な
ど
福
祉
施
策
に
予
算
総
額
の
43
％

に
あ
た
る
１
７
０
億
円
が
投
じ
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
福
祉
施
策
は
、

国
を
始
め
と
し
て
年
々
、
運
営
さ
れ
な

が
ら
制
度
変
更
を
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
福
祉
施
策
を
市
民
に
わ
か
り
や

す
い
仕
組
み
、
シ
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テ
ム
作
り
を
さ
れ
、

小
野
市
の
先
進
的
な
取
り
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み
施
策
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
い
。

◎
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
19
年
度
予
算
は
、
各
市
と

も
独
自
の
福
祉
支
援
策
を
打
ち
出
し
て

い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
は
、
他
市
に

先
駆
け
小
学
校
６
年
生
ま
で
医
療
費
の

完
全
無
料
化
を
図
る
な
ど
、
と
く
に
福

祉
政
策
を
重
点
と
し
た
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
市
民
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
や
さ
し
い
社
会
、
ハ
ー

ト
フ
ル
シ
テ
ィ
お
の
の
実
現
を
目
指
し
、

引
き
続
き
、
福
祉
政
策
を
根
底
に
し
た

予
算
編
成
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
地

域

振

興

部

◎
全
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
公

認
を
取
得
し
た
「
こ
だ
ま
の
森
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
」
は
、
市
内
外
の
利
用

者
か
ら
の
評
判
も
高
く
、
小
野
市
を
Ｐ

Ｒ
す
る
絶
好
の
場
で
あ
り
、
公
認
の
名

に
恥
じ
な
い
コ
ー
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
行
う
と
と
も
に
、
気
持
ち
よ
く
プ
レ

ー
し
て
い
た
だ
く
よ
う
施
設
の
整
備
に

は
、
細
心
の
注
意
を
払
わ
れ
た
い
。

　
　
市

民

病

院

◎
形
成
外
科
開
設
は
、
北
播
磨
の
公
立
病

院
初
と
な
り
、
小
児
科
、
眼
科
に
続
き
、

形
成
外
科
に
つ
い
て
も
北
播
磨
地
域
の

拠
点
病
院
と
な
る
よ
う
、
市
民
は
も
と

よ
り
近
隣
市
町
の
住
民
、
ま
た
開
業
医

院
に
も
広
く
Ｐ
Ｒ
さ
れ
、
北
播
磨
の
中

核
病
院
と
し
て
、
住
民
の
生
命
を
守
る

と
と
も
に
、
医
業
収
益
を
向
上
さ
せ
、

よ
り
均
衡
の
取
れ
た
病
院
経
営
に
努
力

さ
れ
た
い
。

◎
２
億
円
と
い
う
多
額
の
費
用
を
投
入
し

て
オ
ー
ダ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入

さ
れ
る
が
、
投
資
効
果
を
市
民
に
具
体

的
に
見
え
る
形
で
掲
示
さ
れ
、
診
療
・

検
査
・
医
事
の
連
携
の
も
と
、
待
ち
時

間
の
短
縮
に
向
け
、
な
お
一
層
の
力
を

尽
く
さ
れ
た
い
。

　
　
消

防

本

部

◎
地
域
住
民
に
よ
る
初
期
消
火
は
重
要
で

あ
る
が
、
各
町
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消

火
器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
筒
先
は
、
水
力
の

拡
散
が
で
き
な
い
ノ
ズ
ル
と
な
っ
て
お

り
、
初
期
消
火
に
威
力
を
発
揮
す
る
水

力
調
整
機
能
が
つ
い
た
ノ
ズ
ル
に
交
換

す
る
よ
う
各
自
治
会
と
協
議
さ
れ
た
い
。

　
　
教

育

委

員

会

◎
学
校
耐
震
化
５
カ
年
計
画
が
す
す
ん
で

い
る
が
、
震
災
は
い
つ
起
こ
る
か
予
測

が
で
き
な
い
現
在
、
一
日
で
も
は
や
く
、

補
強
工
事
を
完
成
さ
せ
る
と
同
時
に
、

安
全
宣
言
を
行
い
、
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
格
段
の

努
力
を
尽
く
さ
れ
た
い
。

予算特別委 員会意見
総額３９７億円福

祉
予
算
が
全
体
の
４３
％
を
占
め
る

子
育
て
支
援
な
ど

福
祉
施
策
を
充
実

●一般会計
●特別会計
●企業会計
●総　　額

１８１億円
１１８億円
９８億円
３９７億円

19年度予算案を審査
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4階の商工業振興センター会議室（下）

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
松
本
英
昭
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
14
件
の
議
案
に

つ
い
て
は
、
審
査
を
す
る
過
程
に
お
い

て
、
と
く
に
指
摘
事
項
、
反
対
討
論
は

な
く
、
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
と
決

定
し
ま
し
た
。

　○
民
生
保
健
常
任
委
員
会

（
竹
内
　
修
委
員
長
）に

付
託
さ
れ
た
12
件
の
議

案
の
う
ち
議
案
第
26
号

小
野
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
の
審
査
で
は
、「
国

民
健
康
保
険
税
の
介
護

保
険
納
付
金
課
税
額
を

改
正
さ
れ
る
が
、
市
独

自
に
市
民
の
健
康
を
促

進
さ
せ
る
政
策
を
進
め

る
な
ど
、
給
付
費
等
が

削
減
す
る
よ
う
検
討
さ
れ
る
と
と
も
に
、

市
民
負
担
に
つ
い
て
も
近
隣
市
以
下
と

す
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
同
議
案
第
26
号
に
つ
い
て
は
、
反
対

討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し

た
。
他
の
11
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
で
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
会
（
春
名
良
兼
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
５
件
の
議
案
の

う
ち
、
議
案
第
41
号
市
有
財
産
の
無
償

譲
渡
に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、「
市
有

財
産
と
し
て
22
年
間
管
理
し
て
い
た
小

野
市
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
、
商
工

業
の
振
興
に
供
す
る
目
的
で
、
商
工
会

議
所
に
無
償
譲
渡
す
る
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
登
記
等
の
諸
々
の
経
費
が
か
か

る
と
も
、
市
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
対
処
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
全
議
案
５
件
に
つ
い
て
反
対

討
論
は
な
く
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
は
、
23
日
に
総
務
文
教
、
民

生
保
健
、
地
域
振
興
の
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案
第
15
号
か
ら
第
46

号
ま
で
、
計
31
議
案
に
つ
い
て
、
市
当
局
か
ら
詳
し
く
説
明
を
受
け
、
そ
の

あ
と
慎
重
に
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査
報
告
●

　６月定例議会では、「託児コーナー」を開設します。託児コーナーは、議員
から市長へ質疑と一般質問がおこなわれる６月20日（水）、21日（木）の２日間
で、いずれも10時から正午までの２時間です。
　１歳から就学前までのお子さまの保護者の方が対象です。ご希望の方は、
６月13日までに、議会事務局（電話番号63-1006）へお電話でお申し込みく
ださい。
　託児のお世話をしていただくのは、託児ボランティアグループ・小野託児
サークル「このゆびと～まれ♪」のメンバーのみなさまです。
（当日、託児の受付はできません。あらかじめお申し込みくださいますようお願いします。）

議会開催中
お子さまをお預かりします

6月20日（水）
21日（木）

　
国
は
、
地
方
分
権
時
代
に
基
づ
き
地
方
自
治
法
を
改
正
し
て
、
地
方
議
会
に
関
す
る
制
度
改
正
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
制
度
改
正
の
ひ
と
つ
に
地
方
議
員
の
調
査
研
究
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
に
し
た
政
務

調
査
費
が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
12
年
に
政
務
調
査
費
を
交
付
す
る
と
し
た
制
度
の
改
正
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
政
務
調
査
費
は
、
そ
の
額
を
条
例
で
、
近
隣
の
自
治
体
や
財
政
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
地

方
議
会
が
独
自
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
野
市
議
会
で
は
、
平
成
14
年
４
月
に
年

額
一
人
12
万
円
に
、
19
年
５
月
か
ら
は
年
額
一
人
24
万
円
と
定
め
、
会
派
に
交
付
す
る
と
し
た
小
野
市
政
務

調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
政
務
調
査
費
の
収
支
報
告
書
は
、
議
長
に
提
出
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
小
野
市
議
会
で
は
、
透
明
性
を

高
め
る
た
め
に
広
く
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
議
会
報
に
も
収
支
報
告
書
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
平
成
18
年
度
の
政
務
調
査
収
支
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
の
表
の
と
お
り
、
公
開
い
た
し
ま
す
。

研究研修費：北播磨広域行政研究会会費

調査旅費：茨城県牛久市・埼玉県草加市・愛知県犬

山市での視察研修旅費

　内容は、牛久市では・総合窓口化について、・官

学連携協働による行財政改革について、草加市で

は・行政情報ネットワークシステムについて、・行

政改革特区について、犬山市では、・構造改革特区

について、・地域再生計画についてを研修しました。

資料購入費：事務用品費

広報費：会派ホームページ企画作成費

調査旅費：宮城県岩沼市での視察研修旅費（民主ク

ラブ、市民クラブ、公明党合同研修）

　内容は、行政評価システムについて、議会運営に

ついてを研修しました。

調査旅費：民主クラブと同じ。

資料購入費：図書購入

広聴費：日刊新聞購入

調査旅費：民主クラブと同じ。

資料購入費：図書購入

広報費：広報紙作成費

調査旅費：広島県三次市・三原市での視察研修旅費

　内容は、三次市では・農業施策について、三原市

では・水道浄水についてを研修しました。

資料作成費：議会報告書印刷費

資料購入費：図書購入費

広報費：議会報告書郵送料

※支給額がオーバーした会派は、そのオーバー額を議員が個人負担しています。また、余りがでた会派は、市へ返還しています。
　民主クラブの差引額プラス分は、病気療養中の議員が、調査に不参加のため不用になったものです。
　民主・市民・公明合同研修の調査旅費の差異があるのは、自宅からの交通旅費計算によるものです。

新生クラブ9名 民主クラブ3名 市民クラブ2名 公 明 党 2名 日本共産党2名

研 究 研修費
調 査 旅 費
資料作成費
資料購入費
広 報 費
広 聴 費

計

1 0 , 0 0 0
9 5 7 , 0 4 6

3 3 , 1 9 7
3 0 , 0 0 0

1 , 0 3 0 , 2 4 3

1 , 0 8 0 , 0 0 0

4 9 , 7 5 7

2 0 8 , 2 5 4

2 0 8 , 2 5 4

3 3 0 , 0 0 0

1 2 1 , 7 4 6

2 0 6 , 3 8 0
3 , 0 4 5
3 1 , 4 0 0

2 0 , 0 4 5
2 6 0 , 8 7 0

2 4 0 , 0 0 0

－ 2 0 , 8 7 0

2 0 1 , 8 7 4

2 4 , 5 6 5
8 4 , 0 0 0

3 1 0 , 4 3 9

2 4 0 , 0 0 0

－ 7 0 , 4 3 9

6 4 , 6 5 0
1 5 0 , 1 5 0
1 9 , 0 5 7
7 7 , 4 8 0

3 1 1 , 3 3 7

2 4 0 , 0 0 0

－ 7 1 , 3 3 7

支 給 額

差 引 額

収
入

支
　
　
　
出

政務調査費政務調査費
収支を報告します平成18年度

新生クラブ＝

民主クラブ＝

市民クラブ＝

公　明　党＝

日本共産党＝
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○
総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
松
本
英
昭
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
14
件
の
議
案
に

つ
い
て
は
、
審
査
を
す
る
過
程
に
お
い

て
、
と
く
に
指
摘
事
項
、
反
対
討
論
は

な
く
、
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
と
決

定
し
ま
し
た
。

　○
民
生
保
健
常
任
委
員
会

（
竹
内
　
修
委
員
長
）に

付
託
さ
れ
た
12
件
の
議

案
の
う
ち
議
案
第
26
号

小
野
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
の
審
査
で
は
、「
国

民
健
康
保
険
税
の
介
護

保
険
納
付
金
課
税
額
を

改
正
さ
れ
る
が
、
市
独

自
に
市
民
の
健
康
を
促

進
さ
せ
る
政
策
を
進
め

る
な
ど
、
給
付
費
等
が

削
減
す
る
よ
う
検
討
さ
れ
る
と
と
も
に
、

市
民
負
担
に
つ
い
て
も
近
隣
市
以
下
と

す
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
同
議
案
第
26
号
に
つ
い
て
は
、
反
対

討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し

た
。
他
の
11
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
で
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
会
（
春
名
良
兼
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
５
件
の
議
案
の

う
ち
、
議
案
第
41
号
市
有
財
産
の
無
償

譲
渡
に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、「
市
有

財
産
と
し
て
22
年
間
管
理
し
て
い
た
小

野
市
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
、
商
工

業
の
振
興
に
供
す
る
目
的
で
、
商
工
会

議
所
に
無
償
譲
渡
す
る
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
登
記
等
の
諸
々
の
経
費
が
か
か

る
と
も
、
市
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
対
処
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
全
議
案
５
件
に
つ
い
て
反
対

討
論
は
な
く
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
は
、
23
日
に
総
務
文
教
、
民

生
保
健
、
地
域
振
興
の
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案
第
15
号
か
ら
第
46

号
ま
で
、
計
31
議
案
に
つ
い
て
、
市
当
局
か
ら
詳
し
く
説
明
を
受
け
、
そ
の

あ
と
慎
重
に
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査
報
告
●

　６月定例議会では、「託児コーナー」を開設します。託児コーナーは、議員
から市長へ質疑と一般質問がおこなわれる６月20日（水）、21日（木）の２日間
で、いずれも10時から正午までの２時間です。
　１歳から就学前までのお子さまの保護者の方が対象です。ご希望の方は、
６月13日までに、議会事務局（電話番号63-1006）へお電話でお申し込みく
ださい。
　託児のお世話をしていただくのは、託児ボランティアグループ・小野託児
サークル「このゆびと～まれ♪」のメンバーのみなさまです。
（当日、託児の受付はできません。あらかじめお申し込みくださいますようお願いします。）

議会開催中
お子さまをお預かりします

6月20日（水）
21日（木）

　
国
は
、
地
方
分
権
時
代
に
基
づ
き
地
方
自
治
法
を
改
正
し
て
、
地
方
議
会
に
関
す
る
制
度
改
正
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
制
度
改
正
の
ひ
と
つ
に
地
方
議
員
の
調
査
研
究
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
に
し
た
政
務

調
査
費
が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
12
年
に
政
務
調
査
費
を
交
付
す
る
と
し
た
制
度
の
改
正
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
政
務
調
査
費
は
、
そ
の
額
を
条
例
で
、
近
隣
の
自
治
体
や
財
政
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
地

方
議
会
が
独
自
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
野
市
議
会
で
は
、
平
成
14
年
４
月
に
年

額
一
人
12
万
円
に
、
19
年
５
月
か
ら
は
年
額
一
人
24
万
円
と
定
め
、
会
派
に
交
付
す
る
と
し
た
小
野
市
政
務

調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
政
務
調
査
費
の
収
支
報
告
書
は
、
議
長
に
提
出
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
小
野
市
議
会
で
は
、
透
明
性
を

高
め
る
た
め
に
広
く
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
議
会
報
に
も
収
支
報
告
書
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
平
成
18
年
度
の
政
務
調
査
収
支
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
の
表
の
と
お
り
、
公
開
い
た
し
ま
す
。

研究研修費：北播磨広域行政研究会会費

調査旅費：茨城県牛久市・埼玉県草加市・愛知県犬

山市での視察研修旅費

　内容は、牛久市では・総合窓口化について、・官

学連携協働による行財政改革について、草加市で

は・行政情報ネットワークシステムについて、・行

政改革特区について、犬山市では、・構造改革特区

について、・地域再生計画についてを研修しました。

資料購入費：事務用品費

広報費：会派ホームページ企画作成費

調査旅費：宮城県岩沼市での視察研修旅費（民主ク

ラブ、市民クラブ、公明党合同研修）

　内容は、行政評価システムについて、議会運営に

ついてを研修しました。

調査旅費：民主クラブと同じ。

資料購入費：図書購入

広聴費：日刊新聞購入

調査旅費：民主クラブと同じ。

資料購入費：図書購入

広報費：広報紙作成費

調査旅費：広島県三次市・三原市での視察研修旅費

　内容は、三次市では・農業施策について、三原市

では・水道浄水についてを研修しました。

資料作成費：議会報告書印刷費

資料購入費：図書購入費

広報費：議会報告書郵送料

※支給額がオーバーした会派は、そのオーバー額を議員が個人負担しています。また、余りがでた会派は、市へ返還しています。
　民主クラブの差引額プラス分は、病気療養中の議員が、調査に不参加のため不用になったものです。
　民主・市民・公明合同研修の調査旅費の差異があるのは、自宅からの交通旅費計算によるものです。

新生クラブ9名 民主クラブ3名 市民クラブ2名 公 明 党 2名 日本共産党2名

研 究 研修費
調 査 旅 費
資料作成費
資料購入費
広 報 費
広 聴 費

計

1 0 , 0 0 0
9 5 7 , 0 4 6

3 3 , 1 9 7
3 0 , 0 0 0

1 , 0 3 0 , 2 4 3

1 , 0 8 0 , 0 0 0

4 9 , 7 5 7

2 0 8 , 2 5 4

2 0 8 , 2 5 4

3 3 0 , 0 0 0

1 2 1 , 7 4 6

2 0 6 , 3 8 0
3 , 0 4 5
3 1 , 4 0 0

2 0 , 0 4 5
2 6 0 , 8 7 0

2 4 0 , 0 0 0

－ 2 0 , 8 7 0

2 0 1 , 8 7 4

2 4 , 5 6 5
8 4 , 0 0 0

3 1 0 , 4 3 9

2 4 0 , 0 0 0

－ 7 0 , 4 3 9

6 4 , 6 5 0
1 5 0 , 1 5 0
1 9 , 0 5 7
7 7 , 4 8 0

3 1 1 , 3 3 7

2 4 0 , 0 0 0

－ 7 1 , 3 3 7

支 給 額

差 引 額

収
入

支
　
　
　
出

政務調査費政務調査費
収支を報告します平成18年度

新生クラブ＝

民主クラブ＝

市民クラブ＝

公　明　党＝

日本共産党＝
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日
　
程

６
月
11
日（
月
）　
本
会
議
第
１
日

　
　
20
日（
水
）　
本
会
議
第
２
日

　
　
21
日（
木
）　
本
会
議
第
３
日

　
　
25
日（
月
）　
常
任
委
員
会

　
　
27
日（
水
）　
本
会
議
第
４
日

　
本
会
議
の
第
２
日
、
第
３
日
は
、
議
員
の

質
疑
、
一
般
質
問
が
あ
り
ま
す
。

５
月
臨
時
会
・
６
月
定
例
会
の
日
程
が
決
ま

り
ま
し
た
。

５
月
10
日（
木
）　
臨
時
本
会
議

6
月
定
例
会
日
程

5
月
臨
時
会
日
程

●今期市議会で可決された主な議案●
市長提出議案　
・平成19年度予算
　　総額　396億5,000万円
　　　　　　《一般会計》　　 180億5,000万円
　　　　　　《特別会計》　　 117億6,000万円
　　　　　　《企業会計》　　　98億4,000万円
【新年度の重点事項】
〈子育て支援など福祉・教育の充実〉
・小学６年生までの医療費の完全無料化
　　　　　　　　　　　　　　　１億1,800万円
・自治会の子育てひろば整備への助成
　　　　　　　　　　　　　　　　　2,000万円
・児童手当の拡大　　　　　　　　　7,140万円
・高齢者介護福祉施設の整備　　　　3,400万円
・学校耐震化の促進　　　　　　　　3,900万円
・小学校4校のコンピューター教室パソコンの
一斉更新

　　　　　　　　　　　　　　　　　6,000万円
〈都市機能と生活空間の充実〉
・大島区画児童公園の整備　　　　　3,850万円
・王子南地区区画整理事業の推進　　3,300万円
・粟生駅前公園の整備　　　　　２億5,594万円
〈安全・安心社会の推進〉
・水槽付消防自動車の配備　　　　　3,645万円
・安全安心パトロールの拡充　　　　3,040万円
・市街地の防災拠点の整備　　　　　7,460万円
〈“ガーデニングシティおの”の推進〉
・桜づつみ回廊の整備　　　　　　　3,000万円
・ひまわりの丘公園周辺の道路整備　6,500万円
〈協働と参画の実践〉
・コミュニティセンターかわい・きすみのの改修
　　　　　　　　　　　　　　　　　2,500万円
・うるおい交流館「エクラ」のＮＰＯによる管
理運営

　　　　　　　　　　　　　　　１億2,500万円
・第30回記念小野まつりの充実　　　3,500万円
・小野市公平委員会委員の選任について
　　　　　　　　黒川町　松永美由紀氏（再任）
・小野市教育委員会委員の任命について
　　　　　　　　丸山町　　山　茂氏（再任）

■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３-１００６　FAX.６３-４１０８　メールアドレス：gikai@city.ono.hyogo.jp

■４月２２日投票の小野市議会議員選挙により、１８名
の新しい議員が決まります。任期は、５月１日から
４年間です。５月１０日に臨時議会を開催して、正副
議長などの新役員が選任され議会運営が始まります。

【２月】
１日～２日

埼玉県大利根町議会視察受け入れ
市議会議員共済会理事会・代議員会
（東京都）

７日～８日
全国市議会議長会基地協議会総会
（東京都）

７日　広島県大崎上島町議会視察受け入れ
　　　議員協議会
９日　兵庫県市議会議長会総会（神戸市）
13日　神奈川県寒川町議会視察受け入れ
　　　議会運営委員会
14日　議員協議会
15日～16日　

広域行政圏市議会協議会総会（東京都）
19日　総務文教・地域振興常任委員協議会
21日　議会運営委員会・会派会

播磨内陸医務事業組合議会
22日　小野加東環境施設事務組合議会
26日　議員協議会
27日　北播衛生事務組合議会、北播肢体不
　　　自由児機能回復訓練施設事務組合議
　　　会
28日　本会議（第１日）
【３月】
２日　小野加東広域事務組合議会
９日　本会議（第２日）、議会運営委員会
　　　会派代表者会
12日　本会議（第３日）
14日　予算特別委員会
15日　予算特別委員会
20日　予算特別委員会、議会運営委員会
23日　総務文教・民生保健･地域振興常任
　　　委員会
26日　本会議（第４日）
【４月】
４日　東播淡路市議会議長会事務局長会
11日　東播淡路市議会議長会総会
13日　市議会報編集委員会
19日　福井県越前市総務委員会視察受け入れ

◎議会の動き◎


